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県
立
飯
能
高
等
学
校

�

教
頭　

發
智　

祐
助

今
年
度
、
飯
能
高
校
と
飯
能
南
高
校
は

統
合
し
、
進
学
を
重
視
し
た
地
域
と
協
働

す
る
新
た
な
飯
能
高
校
と
し
て
歩
み
だ
し

ま
し
た
。
単
位
制
の
導
入
に
よ
り
、
多
様

で
教
科
横
断
的
な
科
目
を
設
置
し
た
教
育

課
程
を
編
成
し
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
探

究
的
な
学
び
を
更
に
発
展
さ
せ
、
新
し
い

時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む

教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
豊
富
な
選
択
科
目
か
ら

一
人
一
人
の
進
路
希
望
に
合
っ
た
授
業
選

択
、
一
般
選
抜
で
大
学
進
学
を
実
現
で
き

る
力
を
養
成
す
る
「
特
進
ク
ラ
ス
」、
先

行
き
不
透
明
な
時
代
を
生
き
る
た
め
に
必

要
な
課
題
解
決
能
力
を
育
成
す
る
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
や
教
科
横
断
的
な

科
目
で
あ
る
「
地
域
創
造
学
」、
情
報
活

用
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
一
人
一
台

端
末Chromebook

の
日
常
的
な
活
用
な

ど
様
々
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
教
育

活
動
を
支
え
る
た
め
、
壁
一
面
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
の
I
C
T
室
や
机
椅
子
一
体
型
の

回
転
チ
ェ
ア
の
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
室
、
カ
フ
ェ
風
で
居
心
地
の
良
い
自

習
室
な
ど
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
大
学
や
企
業
と
の
連
携
し
た

コ
ラ
ボ
授
業
、
地
元
保
育
園
で
の
読
み
聞

か
せ
実
習
、特
色
あ
る
図
書
館
運
営
な
ど
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
引
く
様
々
な
仕
掛

け
が
飯
能
高
校
に
あ
り
ま
す
。 第91号

令和 6年 2月 1日
埼高P連 
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県
立
児
玉
高
等
学
校

�

P
T
A
会
長　

今
井　

政
江

児
玉
高
校
は
、
旧
児
玉
白
楊
高
校
と
旧

児
玉
高
校
が
統
合
し
、
令
和
5
年
4
月
に

開
校
し
た
学
校
で
す
。
旧
児
玉
白
楊
高
校

は
、
明
治
32
年
に
開
校
し
た
競
進
社
蚕
業

学
校
が
始
ま
り
で
す
。
競
進
社
は
世
界
文

化
遺
産
の
富
岡
製
糸
場
に
関
係
が
深
く
、

当
時
の
養
蚕
技
術
を
確
立
し
、
地
域
産
業

や
経
済
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

一
方
、
旧
児
玉
高
校
は
、
大
正
11
年
に

開
校
し
た
児
玉
実
科
高
等
女
学
校
が
始
ま

り
で
す
。
昭
和
48
年
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
部

が
全
国
制
覇
を
し
て
お
り
、
柔
道
で
は
、

令
和
3
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
卒
業
生
の
新
井
千
鶴
さ
ん
が
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
の
輝
か
し
い
ス

ポ
ー
ツ
の
実
績
を
有
す
る
学
校
で
す
。

新
校
で
は
地
域
や
社
会
の
課
題
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
込
ん
だ
「
課
題
解
決

型
学
習
」
の
地
域
探
究
「
こ
だ
ま
学
」
が

大
き
な
特
色
で
す
。「
こ
だ
ま
学
」
で
は
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
中
で
、
地
域
の

魅
力
を
知
り
、
愛
着
や
誇
り
を
深
め
な
が

ら
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
用
し
て
様
々
な

課
題
解
決
に
挑
戦
し
ま
す
。

児
玉
高
校
は
、
農
業
、
工
業
の
分
野
で

地
域
産
業
を
支
え
て
き
た
旧
児
玉
白
楊
高

校
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
数
々
の

実
績
を
有
す
る
旧
児
玉
高
校
の
特
色
を
生

か
し
「
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
を
校

訓
に
、
こ
れ
ま
で
の
両
校
の
歴
史
と
伝
統

を
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

新
校
紹
介

新
校
紹
介

新
校
紹
介

新
校
紹
介
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令
和
５
年
度
埼
玉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、

大
竹
雅
樹
と
申
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
及
び
本
会
の
事
業
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
の
年
初
以
降
の
約
3
年

半
は
、
様
々
な
活
動
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
事
業
の
中
止
や
各
種
会
議
の
書
面

開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
昨
年
度
に
よ
う
や
く
対
面
形
式
の
事

業
を
再
開
し
ま
し
た
。
今
年
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
て
対
面
形
式
の
事
業
計
画
を

策
定
し
、
埼
玉
会
館
で
開
催
さ
れ
た
総
会

に
お
い
て
会
員
の
皆
様
の
ご
承
認
を
賜

り
、
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
事
業

実
施
に
際
し
て
、
皆
様
と
情
報
交
換
を
密

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
皆
様
の
一
層
充
実

し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
制
限
を
受
け
な
い
事
業
の
実
施
は

久
し
振
り
で
あ
り
、
運
営
上
至
ら
な
い
点

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
少
子

化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
や
学
校
の
統
廃

合
が
進
行
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
置
か
れ

た
環
境
は
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
今
後
、
本
会
の
事
業
の
あ

り
方
を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ

の
際
に
は
皆
様
の
お
知
恵
を
お
借
り
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

引
き
続
き
、
役
員
一
同
活
動
に
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
会
へ
の
皆
様
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
部
支
部

　
　

県
立
越
谷
南
高
等
学
校

�

P
T
A
会
長　

神
田　

亜
希
子

東
部
支
部
で
は
、
5
月
16
日
、
久
喜
市

三
高
サ
ロ
ン
に
て
、
第
1
回
役
員
会
及
び

総
会
を
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
研
修
会
等
幹

事
校
よ
り
、
今
年
度
の
研
修
会
実
施
に
つ

い
て
検
討
す
る
旨
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
発
表
校
の
意
向
を
確
認
し
、
研
修

会
等
幹
事
校
と
支
部
長
校
で
協
議
し
た
結

果
、
会
場
の
早
期
確
保
や
参
加
者
の
調
整

等
の
困
難
さ
を
鑑
み
、
今
年
度
は
支
部
研

修
会
を
開
催
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

10
月
24
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
第
2
回

役
員
会
を
開
催
し
、
来
年
度
以
降
の
支
部

研
修
会
の
在
り
方
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

今
後
、
各
校
か
ら
意
見
を
集
約
し
、
方
向

性
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
29
日
の
第
3
回
役
員
会
で
は
、
支

部
研
修
会
の
方
向
性
を
含
め
、
来
年
度
の

支
部
活
動
に
つ
い
て
検
討
の
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
5

類
移
行
に
伴
い
、
行
事
等
の
制
限
も
緩
和

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
生
徒
が
安
心
・
安

全
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
P
T
A

で
出
来
得
る
限
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

西
部
支
部

　
　

県
立
所
沢
商
業
高
等
学
校

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

伊
東　

智
世

西
部
支
部
で
は
、
5
月
24
日
に
ウ
ェ

ス
タ
川
越
に
お
い
て
、
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動
計
画

や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
閉
会

後
、
4
つ
の
専
門
委
員
会
ご
と
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
役
割
分
担
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
対
面
で

開
催
し
ま
し
た
が
、
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

10
月
17
日
に
は
、
狭
山
市
市
民
会
館

に
お
い
て
、
西
部
支
部
役
員
等
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
西
部
教
育
事
務
所
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
も
あ
る
埼
玉
医

科
大
学
の
大
野
美
佐
子
様
に
よ
る
ご
講
演

を
い
た
だ
き
、
約
1
6
0
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
講
演
の
テ
ー
マ
は
、「
し
な

や
か
に
生
き
る
高
校
生
を
育
成
す
る
た
め

に
」
で
し
た
。
大
野
様
か
ら
は
、
P
T
A

の
皆
様
に
と
っ
て
、
高
校
生
の
気
持
ち
を

ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の
か
、
高
校
生
を

ど
う
支
援
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
な
ど
、

大
変
参
考
に
な
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
各
学
校
の
P
T
A
活
動
の
支

援
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

埼
玉
県
高
等
学
校

P
T
A
連
合
会
会
長

�

大
竹　

雅
樹

支
部
役
員
等
活
動
報
告

支
部
役
員
等
活
動
報
告

会
長
あ
い
さ
つ

会
長
あ
い
さ
つ

正副会長会議
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南
支
部

　
　

県
立
桶
川
高
等
学
校

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

関
根　

弘
子

南
支
部
で
は
、
4
年
ぶ
り
に
南
支
部
総

会
を
参
集
型
で
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
度

の
引
継
ぎ
課
題
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
令
和
2
年
度
か
ら
中

止
と
な
っ
て
い
た
県
外
研
修
を
今
後
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
役
員
会
に
お
い
て
、
各
校
の
対
応

や
支
出
等
の
負
担
を
鑑
み
て
令
和
5
年
度

よ
り
廃
止
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
6
年
度
以
降
の

支
部
活
動
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
、
各
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

役
員
会
で
検
討
・
協
議
し
、
来
年
度
の
南

支
部
総
会
で
提
案
で
き
る
よ
う
現
在
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
5
類
感
染
症
に
移
行
し
、

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
今
ま
で

の
活
動
を
見
直
す
良
い
機
会
と
捉
え
、
各

校
の
対
応
や
負
担
を
考
え
、
持
続
可
能
な

南
支
部
づ
く
り
、
更
に
は
南
支
部
の
目
的

「
県
南
の
高
校
教
育
の
充
実
を
図
る
」
こ

と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

北
部
支
部

　
　

県
立
本
庄
高
等
学
校

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

齋
藤　

拓

北
部
支
部
で
は
10
月
14
日
に
半
日
研

修
と
い
う
形
で
、
本
庄
市
民
文
化
会
館
に

お
い
て
、
北
部
支
部
役
員
等
研
修
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

前
半
の
基
調
講
演
で
は
、
医
療
法
人
社

団
悠
之
会
ゆ
う
あ
い
内
科
・
脳
神
経
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
金
三
雄
様
を
お
招
き
し
、

「
理
想
の
教
育
、
親
、
組
織
に
つ
い
て
共

に
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
先
生
の
お

人
柄
が
表
れ
た
、
親
近
感
溢
れ
る
講
演
で

し
た
。

後
半
は
北
本
高
校
、
妻
沼
高
校
、
深
谷

高
校
、
秩
父
高
校
の
各
校
か
ら
研
究
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
抜
け
出

し
、
以
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る

各
校
の
工
夫
と
取
組
み
に
、
会
場
が
大
い

に
元
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

幹
事
校
と
し
て
は
、
小
規
模
校
が
幹
事

に
当
た
っ
た
時
の
対
応
を
見
据
え
て
、
事

務
量
の
軽
減
と
経
費
の
節
減
を
心
掛
け
ま

し
た
。

当
日
は
22
校
1
2
8
名
の
ご
参
加
と

ご
協
力
に
よ
り
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
更
な

る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

県
立
春
日
部
高
等
学
校

�

委
員
長　

青
鹿　

美
穂

令
和
５
年
度
、
令
和
６
年
度
に
定
時
制

通
信
制
専
門
委
員
長
を
務
め
ま
す
春
日
部

高
等
学
校
定
時
制
の
課
程
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

青
鹿
美
穂
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
の
第
５
類
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
専
門
委
員
会
に

お
い
て
も
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
志
向
し
、

委
員
会
の
各
取
組
み
の
正
常
化
、
活
発
化

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会

員
各
校
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
、こ
の
数
年
、様
々

な
学
校
行
事
が
中
止
の
憂
き
目
を
見
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
は
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て

も
春
日
部
高
校
の
学
校
行
事
の
活
発
化
を

考
え
、
進
路
渉
外
部
の
先
生
方
と
も
連
携

を
は
か
り
、
各
行
事
へ
の
保
護
者
の
参
加

を
積
極
的
に
広
報
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
全
定
共
催
で
行
わ
れ
る
春
高
祭
、
彩
の

国
教
育
の
日
の
授
業
公
開
、
定
時
制
単
独

で
行
わ
れ
る
体
育
祭
な
ど
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
進
路
渉
外
部
か
ら
の
働
き
か
け
の
甲
斐

も
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
体
育
祭
に
お
い
て

は
40
人
以
上
の
保
護
者
の
方
が
生
徒
の
活

躍
す
る
姿
を
直
接
応
援
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
感

染
防
止
に
留
意
し
つ
つ
も
、
直
接
、
子
供

た
ち
の
学
校
生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

な
に
よ
り
も
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う
な
取

組
み
が
県
内
定
時
制
通
信
制
の
な
か
に
広

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。今

後
と
も
定
時
制
通
信
制
教
育
の
特

性
を
生
か
す
新
た
な
取
組
み
に
一
層
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

定
通
教
育
活
動
報
告
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〜
専
門
委
員
会
研
修
会
の
報
告

〜
専
門
委
員
会
研
修
会
の
報
告

各
校
の
取
組
み
か
ら
学
ぶ

各
校
の
取
組
み
か
ら
学
ぶ

生
徒
指
導
専
門
委
員
会

　
　
　

県
立
松
山
高
等
学
校

�

委
員
長　

新
井　

寛
雄

県
高
P
連
生
徒
指
導
専
門
委
員
会
で

は
、
専
門
委
員
会
各
支
部
代
表
校
の
県
立

蓮
田
松
韻
高
校
、
県
立
大
宮
工
業
高
校
、

県
立
小
鹿
野
高
校
、
県
立
松
山
高
校
の
各

P
T
A
会
長
、
校
長
が
一
堂
に
会
し
、
令

和
5
年
度
専
門
委
員
会
研
修
会
の
準
備
の

た
め
の
会
議
を
5
月
、
9
月
に
行
い
ま
し

た
。
11
月
7
日
午
前
中
に
埼
玉
会
館
小
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
生
徒
指
導
専
門
委
員

会
研
修
会
当
日
は
、
こ
の
4
校
の
他
、
司

会
・
進
行
と
し
て
県
立
狭
山
工
業
高
校

P
T
A
会
長
、
記
録
と
し
て
県
立
和
光
高

校
P
T
A
役
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、実
践
発
表
で
は
、

県
立
松
伏
高
校
P
T
A
か
ら
「
松
伏
高
校

に
お
け
る
P
T
A
活
動
と
生
徒
指
導
」、

県
立
新
座
柳
瀬
高
校
P
T
A
か
ら
「
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
復
興
と
P
T
A
活
動
」、
県

立
大
宮
工
業
高
校
P
T
A
か
ら
「
大
宮
工

業
高
校
に
お
け
る
P
T
A
活
動
と
生
徒
指

導
」、
県
立

深
谷
高
校
P�

T
A
か
ら「
P

T
A
活
動
と

生
徒
指
導　

～
部
活
動
と

制
服
の
変
更

を
中
心
と
し

て
～
」
と
い

う
テ
ー
マ
で

ご
発
表
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
指
導
助

言
で
は
県
立

学
校
部
生
徒

指
導
課
指
導

主
事
手
島
裕

司
様
か
ら
発

表
校
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て

ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
手
島
様
、
ま
た
、
発
表
校
並
び
に
運

営
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
校
P
T
A

役
員
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
庭
教
育
専
門
委
員
会

　
　
　

県
立
大
宮
商
業
高
等
学
校

�

委
員
長　

杉
本　

香
織

11
月
7
日
、
埼
玉
会
館
小
ホ
―
ル
に
於

い
て
、
家
庭
教
育
専
門
委
員
会
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、「
家
庭
と
と
も
に
守
る
生

徒
の
健
康
と
安
全
」
と
題
し
、
埼
玉
県
教

育
局
県
立
学
校
部
保
健
体
育
課
峰
岸
宏
次

様
か
ら
「
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
」、

山
田
朗
様
か
ら
「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
推
進
」、坂
上
三
四
郎
様
か
ら
「
学

校
に
お
け
る
性
に
関
す
る
指
導
」
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
越
谷
東
高
校
は
、
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
行
っ
た

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
定
着
を
通
し
た

学
校
と
の
連
携
の
一
層
の
強
化
」
に
つ
い

て
の
実
践
報
告
。
所
沢
中
央
高
校
は
、「
家

庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
『
親
子
の
意
識
の
違

い
』」
に
つ
い
て
、
学
校
生
活
・
進
路
希

望
・
勉
強
時
間
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
係
る
調
査

結
果
と
そ
の
考
察
。
大
宮
商
業
高
校
は
、

家
庭
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
家
庭
教
育
の
意
義
や
コ
ロ
ナ
禍
で

の
家
庭
教
育
の
あ
り
方
と
情
報
社
会
で
の

家
庭
教
育
の
役
割
の
考
察
。
秩
父
高
校

は
、
特
別
講
演
会
「
命
の
大
切
さ
」
の
実

施
と
「
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
、
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
家
庭
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
今
後
の
家
庭
教
育
に
参
考
と

な
る
発
表
で
し
た
。
最
後
に
埼
玉
県
県
立

学
校
部
保
健
体
育
課
の
遠
井
学
様
か
ら
指

導
講
評
を
い
た
だ
き
研
修
会
は
終
了
し
ま

し
た
。
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高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
専
門
委
員
会

　
　

県
立
熊
谷
商
業
高
等
学
校

�

委
員
長　

佐
藤　

英
樹

11
月
20
日
の
午
後
、
埼
玉
会
館
小
ホ
ー

ル
で
「
高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
専
門
委
員
会

研
修
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保

険
株
式
会
社
の
池
田
博
之
様
と
原
繁
様
か

ら
「
笑
顔
の
授
業
～
支
え
あ
う
社
会
の
た

め
に
～
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
に
先
立
ち
、
目
白
大
学
保
健

医
療
学
部
言
語
聴
覚
学
科
の
春
原
則
子
教

授
よ
り
「
失
語
症
を
知
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
池
田
様
の
前

向
き
で
熱
心
な
思
い
が
伝
わ
る
講
演
に
参

加
者
全
員
が
興
味
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
各
支
部
か
ら
羽
生
第
一
高
校
、

滑
川
総
合
高
校
、
鳩
ヶ
谷
高
校
、
北
本
高

校
の
４
校
が
実
践
発
表
を
い
た
し
ま
し

た
。
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会

長
か
ら
活
動
内
容
、
成
果
と
課
題
に
関
し

て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
学
校
も
実

践
を
踏
ま
え
た
素
晴
ら
し
い
発
表
で
、
学

ぶ
べ
き
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。指

導
講
評
は
、
埼
玉
県
教
育
局
市
町
村

支
援
部
生
涯
学
習
推
進
課
の
社
会
教
育
主

事
兼
指
導
主
事
で
あ
る
永
井
智
弘
様
に
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
。
各
校
の
発
表
に
対

し
て
、丁
寧
な
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
講
演
、
実
践
発

表
、
指
導
講
評
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
研
修
会
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
出
席
い
た
だ
い
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

進
路
指
導
専
門
委
員
会

　
　
　

県
立
越
谷
西
高
等
学
校

�
委
員
長　

間
中　

辰
徳

11
月
20
日
、
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
進
路
指
導
専
門
委
員
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

県
内
各
支
部
の
実
践
発
表
と
し
て
、
西

部
支
部
か
ら
は
川
越
女
子
高
校
、
南
支
部

か
ら
浦
和
北
高
校
、
北
部
支
部
か
ら
は
妻

沼
高
校
、
そ
し
て
東
部
支
部
の
当
校
を
含

め
ま
し
て
計
４
校
よ
り
発
表
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
い
わ
ゆ

る
感
染
症
法
上
の
2
類
か
ら
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
本
年
度
は
、
各
校
と
も
少
し

ず
つ
感
染
拡
大
前
の
活
動
状
況
に
戻
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
の

感
染
症
流
行

が
、
見
方
を

変
え
る
と
、

従
来
ま
で
の

P
T
A
活
動

の
在
り
方
を

見
直
す
良
い

機
会
で
も

あ
っ
た
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
実
践
発
表
で
し
た
。

発
表
後
に
は
、
県
教
育
局
高
校
教
育
指

導
課
の
青
木
隆
一
郎
様
よ
り
各
校
へ
の
ご

講
評
と
教
育
分
野
に
お
け
る
埼
玉
県
と
し

て
の
取
組
み
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
ご
案

内
を
頂
き
ま
し
た
。
本
会
に
参
加
さ
れ
た

皆
様
に
と
っ
て
、
今
後
の
活
動
に
大
変
有

意
義
な
研
修
会
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
実
践
発
表
を
い
た
だ
い
た
各

校
関
係
者
の
皆
様
、
研
修
会
の
企
画
・
運

営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

そ
し
て
、
お
忙
し
い
中
、
本
会
に
ご
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
方
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
し
て
、
進
路
指
導
専
門
委
員
会

の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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教
育
活
動
紹
介

教
育
活
動
紹
介

教
育
活
動
紹
介

人
材
育
成

　
　

県
立
三
郷
工
業
技
術
高
等
学
校

�
校
長　

樫
浦　

岳
人

本
校
は
、
将
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

育
成
を
目
指
す
学
校
と
し
て
昭
和
60
年
に

開
校
し
ま
し
た
。
現
在
の
設
置
学
科
は
、

機
械
科
、
電
子
機
械
科
、
電
気
科
、
情
報

電
子
科
、
情
報
技
術
科
の
5
学
科
で
す
。

県
内
で
は
、唯
一
の
情
報
電
子
科
が
あ
り
、

C
G
を
勉
強
す
る
教
育
課
程
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
他
校
で
は
見
ら
れ
な
い
取

組
み
と
し
て
進
学
ク
ラ
ス
を
2
、
3
年
次

に
設
置
し
、
大
学
等
進
学
者
向
け
に
普
通

教
科
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

三
郷
市
や
近
隣
の
各
団
体
と
の
連
携

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
小
高
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
、
お
祭
り
で
は
ミ
ニ

新
幹
線
運
行
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を

行
い
、
生
徒
の
社
会
性
や
自
主
性
を
育
て

る
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
各
専
門
教
科
に
お
い
て

生
徒
へ
の
資
格
取
得
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
結
果
、
埼
玉
県
高
校
生
専
門
資
格
等

取
得
表
彰
、
全
国
工
業
校
長
協
会
ジ
ュ
ニ

ア
マ
イ
ス
タ
ー
も
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
工
業
科
で
得
た
技
術
力
を
生

か
し
て
各
種
大
会
で
も
上
位
の
成
績
を
収

め
て
い
ま
す
。
中
で
も
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
高
校
生
エ
コ
カ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

女
子
生
徒
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
本
校
に
お
い
て
の
様
々
な
教

育
活
動
や
教
育
資
産
を
通
し
て
、
ま
た
地

域
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
将
来
を
担
う
人

材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

県
立
浦
和
東
高
等
学
校　

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

渡
辺　

操

2
学
期
に
入
り
、
多
く
の
学
校
で
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
も
「
第

40
回
東
雲
祭
」
と
し
て
9
月
8
日
、
9
日

の
両
日
で
開
催
し
ま
し
た
。
8
日
は
校
内

公
開
、
9
日
は
一
般
公
開
で
し
た
が
、
多

く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
度
の
テ
ー
マ
は
「
百
花
繚
乱
～
な
ぜ
楽

し
ま
な
い
!?
制
限
な
し
の
文
化
祭
や
で
？

～
」
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
あ
る
よ
う
に

多
く
の
学
校
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
制
限
を
設
け
ず
開
催
し
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
な
ぜ
楽
し
ま
な

い
」
と
の
問
い
か
け
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
制

限
が
あ
る

行
事
し
か

経
験
し
て

い
な
い
の

で
、「
楽
し

み
方
を
知

ら
な
い
」

も
し
く
は

「
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
生
徒
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
不
安
を
見
事
に
払
拭
し
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
東
雲
祭
を
満
喫
し
て
、
は

じ
け
ん
ば
か
り
の
笑
顔
、
元
気
の
あ
る
姿

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
輝

く
高
校
生
」
で
し
た
。
我
々
P
T
A
も
、

校
章
入
り
の
お
菓
子
や
飲
み
物
を
販
売
し

た
り
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
の
講
座
を
開

く
な
ど
高
校
生
に
負
け
な
い
く
ら
い
輝
い

て
い
ま
し
た
。
文
化
祭
後
に
多
く
の
学
校

で
感
染
症
が
蔓
延
し
、
対
応
に
苦
慮
さ
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
後
の
様
々
な
行
事

で
、
感
染
症
対
策
が
課
題
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
が
、
以
前
の
よ
う
に
活
動
を
止
め

る
こ
と
な
く
、
生
徒
た
ち
に
貴
重
な
体
験

や
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
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前
県
連
会
長�

石
井　

志
穂

宮
城
大
会
は
2
0
2
3
年
8
月
24
日

か
ら
25
日
の
2
日
間
、
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ

仙
台
他
5
会
場
に
お
い
て
、
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
分
科
会
の
ひ
と
つ
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
企
画
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
第
4
分
科
会
で

は
教
育
現
場
か
ら
見
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
義
、

学
習
指
導
要
領
の
「
地
域
と
の
双
方
向
の

関
わ
り
・
協
働
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

野
澤
令
照
様
よ
り
講
演
が
あ
っ
た
の
ち
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
進
み
ま

し
た
。
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関

す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
方
も
他
県
と

の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、
今
後
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
繋
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
隣
の
方
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
雑
談
が

発
展
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
議
題
の
ひ
と

つ
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
セ
レ
ン
デ
ィ

ピ
テ
ィ
を
感
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
人
と
の
交
流
」
が
断
絶

さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
非
対
面
）
形
式
に

よ
る
会
議
・
大
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、「
人
を
動
か
す
こ
と
」
に

費
用
も
時
間

も
か
か
る
対

面
に
よ
る
活

動
の
意
義
を

問
わ
れ
る
の

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
お
い
て
も

例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
分

科
会
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
は
得
ら
れ

な
い
も
の
は
あ
り
、
対
面
で
の
活
動
の
必

要
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
大
会
で

し
た
。

　
　

前
県
連
副
会
長�
川
田　

千
春

7
月
7
日
宇
都
宮
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

に
於
い
て
関
東
７
県
か
ら
1
6
0
0
名
余

り
の
会
員
が
集
い
「
未
来
を
描
き
、
切
り

拓
い
て
い
こ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
は

ぐ
く
む
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に
は
栃
木
県
知
事

も
参
列
し
て
く
だ
さ
り
栃
木
県
の
魅
力
を

紹
介
し
つ
つ
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。記

念
講
演
で
は
栃
木
県
の
あ
し
か
が

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
長
年
携
わ
ら
れ
た
樹

木
医
の
塚
本
こ
な
み
様
よ
り
、
植
物
の
も

つ
人
間
性
回
復
力
に
つ
い
て
、
人
生
に
疲

れ
き
っ
た
人
た
ち
が
植
物
と
ふ
れ
あ
い
立

ち
直
っ
て
い
く
様
を
交
え
な
が
ら
お
話
し

頂
き
大
変
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

翌
8
日
は
鬼
怒
川
に
会
場
を
移
し
５

つ
の
会
場
で

分
科
会
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
私
は
第

４
分
科
会
に

参
加
し
、
発

表
校
で
の
学

校
と
保
護
者

を
繋
ぎ
見
事

に
連
携
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る

様
子
に
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
講
評
の

中
で
「
P
T
A

に
批
判
的
な
方

が
い
る
世
の
中

で
も
や
は
り
重

要
な
役
割
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
」
と
の
お
言
葉
に
共
感
し
、
や
り
が
い

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
2
日
間
、
志
を
共
に
す
る
皆
様
と

意
見
交
換
す
る
機
会
を
得
て
大
変
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
実
行
委
員

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
72
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

宮
城
大
会　

報
告

第
69
回
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

栃
木
大
会　

報
告

令和 ６年度主な予定
＜令和 ６年＞
５ 月1５日（水）
新旧合同理事会・専門委員会・調査広報委員会
埼玉大会第 1 回実行委員会
６ 月10日（月）
埼高P連定期総会・研究協議会（埼玉会館小ホール）
7 月23日(火) ～ 24日(水)
第70回関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会
千葉大会（幕張メッセ）
8 月22日(木) ～ 23日(金)
第73回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会
茨城大会(アダストリアみとアリーナ他)
9 月 4 日（水）
第 2 回理事会・専門委員会・調査広報委員会
埼玉大会第 2 回実行委員会
10月10日(木) ～ 11日(金) 
第71回関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会
埼玉大会第 1 回役員会・委員会
11月 ５ 日(火)　専門委員会研修会①（埼玉会館小ホール）
11月11日(月)　専門委員会研修会②（埼玉会館小ホール）
11月中旬　
第72回全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会
12月13日(金)　第 3 回調査広報委員会(高P連事務局)
埼玉大会第 3 回実行委員会
＜令和 7年＞
1 月28日(火)
第71回関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会
埼玉大会第 2 回役員会・委員会
2 月 3 日(月)　高Ｐ連だより第92号発行
2 月 7 日(金)　
第 3 回理事会・専門委員会
埼玉大会第 4 回実行委員会
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コ
ロ
ナ
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

緩
和
さ
れ
た
為
、
色
々
な
行
事
が
対
面
式

で
行
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
の
よ

う
な
活
動
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
徐
々

に
回
復
す
る
事
を
祈
り
ま
す
。

今
年
度
行
わ
れ
た
栃
木
大
会
・
宮
城
大

会
で
は
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
地
元
も
賑

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
久
々
の
交
流
で
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
活
動
を
通
し

て
ご
協
力
頂
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

�

調
査
広
報
委
員
長　

亀
田
美
由
希

�

（
進
修
館
高
校
）

【
令
和
６
年
度
担
当
支
部
】

◎
県
連
会
長　

東
部
選
出

◎
専
門
委
員
長
等

・
高
校
教
育
と
P
T
A　

南
部
選
出

・
進
路
指
導　
　
　
　
　

北
部
選
出

・
生
徒
指
導　
　
　
　
　

東
部
選
出

・
家
庭
教
育　
　
　
　
　

西
部
選
出

・
調
査
広
報　
　
　
　
　

東
部
選
出

・
定
通
教
育　
　
　
　
　

東
部
選
出

★�

第
70
回
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
大
会
千
葉
大
会

　

日
程
・
令
和
6
年
７
月
23
・
24
日

　

場
所
・
幕
張
メ
ッ
セ

★�

第
73
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

大
会
茨
城
大
会

　

日
程
・
令
和
6
年
8
月
22
・
23
日

　

場
所
・
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
他

【
参
考
】

★�

第
71
回
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
大
会
埼
玉
大
会

　

日
程
・
令
和
7
年
7
月
11
・
12
日

　

場
所
・
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

◎�
令
和
6
年
度
の
県
連
会
長
は
埼
玉
大
会

の
実
行
委
員
長
、
県
理
事
校
及
び
専
門

委
員
長
校
は
実
行
委
員
と
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★�

全
国
大
会
の
開
催
は
、
Ｒ
７
三
重
県
・

Ｒ
8
大
分
県
・
Ｒ
９
東
京
都
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

✿

✿

事事
務務
局局
よよ
りり

編
集
後
記

編
集
後
記

～ハイスクール24還元事業～
　ハイスクール２４還元事業として、今年度
は「ヘルメット着用推進」「ＡＥＤ設置推進」
を実施できました。
　生徒の安全環境整備を進めるため、今後
も継続してまいります。
　各校におかれましては、引き続き新入生
への「ハイスクール２４」パンフレットの配
付および周知をお願いします。
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ＰＴＡ会長にアンケート
～ＰＴＡ役員決め、どうしてますか？

どの学校でもＰＴＡ役員決めに悩んだことがあ
るのではないでしょうか?
他校ではどうしているのか、参考になればと思
いアンケートを実施しました。
沢山のご回答をありがとうございました。


